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一

　

は

じ
め

に

1
問
題
の

所
在

　
日

蓮
聖
人
（

一

二

二

ニ

ー
八
二
）

は
、

教
主

釈
尊
が

説
か

れ

た
一

代
聖

教
の

中
で

法
華
経
を

最
上
の

教
え

で

あ
る

と

確
信
さ

れ
、

そ

の

教
え
の

も
と
に

教
化
活
動
を

展
開
さ

れ

て
い

る
。

　
と

こ

ろ

で
、

仏

教
に

お
い

て

は

生

存
す
る

限

り
避
け

ら

れ

な
い

四

苦

八

苦
の

苦
し
み

が

あ
る
と
い

う
。

そ
の

四

苦
と

は
、

「

生
・

老
・

病
・

死
」

で

あ

る
。

そ
こ

で
、

こ

の

「

病

苦
」

に

視

点
を

置
く
と

き
、

い

か

に

聖

人
は

信
徒
に

対
し

て

「

病
苦
」

へ

の

教
導
を

な
さ
れ

た

の

か
、

と
い

う

こ

と

が
問
題
と

な

る
。

　
と

こ

ろ

で
、

下

総
に

住
す
る

富
木
常
忍
の

妻
で

あ
る

富
木

尼
は

、

文

永
十
一

（

一

二

七

四
）

年
十
月
頃

、

病
を

わ

ず
ら
っ

て
い

る
。

そ
の

報
せ

を

受
け
ら

れ
た

聖

人
は

富
木
尼
に

対
し

、

『

可

延
定
業
御
書
』

や

『

富
木

尼
御

前
御
書
』

を
し
た

た

め

ら

れ
、

様
々

な

面
か

ら
教
導
が

な

さ
れ

て

い

る
。

す
な
わ

ち
、

信
仰
面
と
し

て

は

法
華
信
仰
や
志

や

信
行
の

勧
奨

、

医
術

面
と

し

て

は

四

条
金
吾
に
よ

る

治
療、

聖

人
の

灸
治
の

勧
奨

、

祈

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六

十
四

巻
第
一

号
　
平
成
二

十
七

年
十
二

月

請
の

面
で

は
、

日

天

子
・

月
天
子
へ

の

祈
り

、

さ

ら

に

子
息
日

頂
を

介

し
て

の

祈
り
や

教
導
の

面
な
ど
で

あ
る

。

　
こ

れ

ら

の

側
面
の

中
、

信
仰
の

面
に

着
目
し

て

み

る

と
、

聖

人
は

富

木
尼
の

病
に

対
し
、

「

其
上

最
第
一

の

秘

事
は

ん

べ

り
。

此

経

文
は

後

五

百
歳
二

千
五

百

余
年
の

時
、

女
人

の

病
あ
ら
ん

と
と

か

れ

て

候

文
な

り
。

（

中
略）

当

時
の

女
人
の

法
華
経
を

行
じ

て

定
業
を
転

ス

ル

こ

と

は

秋

の

稲
米
・

冬
ノ

菊
花

、

誰
か
を

ど

ろ

く
べ

き
。

（

中
略
）

今
女
人
の

御
身
と

し

て

病
を

身
に

う
け
さ
せ

給
フ

。

心
み

に

法
華
経
の

信
心
を
立

テ

て

御

ら

　
　
　

　
↑）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

2
）

む

あ
る
べ

し
。

」

と

て
、

現

代
は

釈

尊
が

法

華
経
薬
王

品
に

予
言
さ

れ

た
、

女
性
が

病
に

か

か

る

時
に

当
た
っ

て

い

る

た

め
、

法

華
経
の

修
行

に

よ

り
定
業
を

転
じ

て

寿
命
を

延
ば

す
こ

と

は

不

思

議
で

は

な
い

か

ら
、

法
華
経
の

信
心
を

起
こ

す
よ

う
示
さ

れ
る
の

で

あ
る

。

　

と
こ

ろ

で
、

こ

の

聖
人
の

説
示
に

お
い

て
、

法
華
経
の

文
証
の

具
体

的
な
根
拠
は

何
か

、

と

い

う
こ

と

が

問
題
と
な
る

。

　

そ
こ

で

本

稿
で

は
、

「

後
五

百
歳
中

　
若
有
女
人
」

（
『

大
正
』

第
九

巻

五
四

頁
b

）

の

文
に
つ

い

て
、

聖

人
の

他
の

遺
文
に

お

け
る

引
用
箇
所
を
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日

蓮
聖

人

に
お

け
る

富
木
尼
教
化
の
一

考
察
（

奥
　
野）

抽
出
し、

そ
の

文
意

を

確
認
し
た

い
。

　

論
を

進
め

る

う
え
で

、

ま
ず
聖

人

が

富

木
尼
に

対
し

引

用

さ

れ

る

経

論
釈
に
つ

い

て
、

そ
の

出
典
を
確
認
し

た
い

と

思

う
。

二

　
富
木
尼
の

病
に

対

す
る

経
論
釈
引
用
に
つ

い

て

　

聖

人

が

富
木
尼
の

病
に

対
し

経
論
釈
の

引
用

が

み

ら

れ
る

遺
文
は
「

可

延
定

業
御

書
』

と
、

『

富

木
尼
御

前
御
書
』

と

の

二

書
で

あ
る

。

そ

の

中、

引
用
さ
れ
る

経
論
釈
の

出
典
を

確
認
す
る

と

以

下
の

こ

と

が

明
ら

か

と

な
る

。

　

経
典
は

『

法
華
経
』

『

涅
槃
経
』

の

二

書
で
、

中
国
の

章
疏
は

妙
楽
大

師
湛
然
の

『

止
観

輔
行

伝
弘
決
』

の
一

書
で

あ
る

。

ま
た

、

『

法
華
経
』

の

品
ご

と
に

み

る

と
、

「

方
便
品
第
二
」

「

見
宝
塔
品
第
十
一
」

「

提
婆
達

多
品

第
十
二
」

「

勧
持
品
第
十
三
」

「

常
不
軽
菩
薩
品
第
二

十
」

「

如
来
神

力

品

第
二

十
一

」

が

そ

れ

ぞ

れ
一

箇

所
、

「

薬

王

菩
薩
本

事

品
第

二

十
三
」

が
三

箇

所
で

あ
る

。

『

涅
槃
経
』

は

「

梵
行
品
」

の
一

箇
所
で

あ
る

。

そ

れ

ら

の

引
用
は

、

「

法
華
経
は

良
薬
」

「

法
華

経
は

真
実
の

経

典
」

「

末
法
は

女
人
が

病
に

か
か

る

時
」

「

法
華
経
や

天

台
大
師
に

よ

る

寿
命
長
遠
の

先
例
」

「

法

華
経
へ

の

信
仰
・

志
」

「

女
性
の

成
仏
・

受
記
」

の

典
拠
で

あ
る
こ

と
が
理

解
で

き
る

。

　
で

は

つ

ぎ

に
、

薬
王

品
の

「

後
五

百

歳
中

　
若
有
女
人
」

に
つ

い

て
、

他
の

聖
人
遺
文

か

ら
抽
出

し
、

文
意
を

確
認
し

た
い

。

日
蓮
聖

人
遺
文
に

み
る

に
つ

い

て

「

後
五

百
歳
中
　
若
有
女
人
」

　
「

後
五

百
歳
中

　
若
有
女
人
」

に
つ

い

て
、

聖
人
の

他
の

遺
文
か

ら

抽

出

す
る
と

、

二

遺
文
二

箇

所
確
認
で

き
る

。

そ
れ
は

次
の

よ

う
で

あ
る

。

ω
女
人

ノ

往
生

成
仏

ノ

段
ハ

。

経
文

二

云
ク

若
如
来

ノ

滅
後
後

ノ

五

百
歳

ノ

中
二

若

　
有…
」

女
人一

聞

葺
疋

経
典
→

如
け

説
ノ

修
行

セ
ハ

於
け

此
二

命
終

シ．
ア

即

往
了

安
楽
世
界

　
阿

弥
陀
仏

ノ

大
菩
薩
衆

二

囲

遶
セ
ル

住

処．
〜

生
ユ

ン

蓮
華

ノ

中
宝
座
之
上．〜

等
云
云

。

　

問
ア

日
ク

此

経

此

品
二

殊
二

女
人

ノ

往
生

ヲ

説
ク

有
説

何
ノ

故
→

乎
。

答
ア

日
ク

仏
意

　
難
”

測
リ

此

義
難
時

決
シ

歟
。

（
中
略）

さ
る

に
て

は

女
人
ノ

御
身
ヲ

受
さ
せ

給

　
て

は
、

設
き
さ
き
さ
ん

こ

う
の

位
に

そ
な
は

り
て
も
な
に

か
は

す
べ

き
。

善

　
根
仏
事
を
な
し
て

も
、

よ
し

な
し
と
こ

そ
を

ぼ
へ

候
へ

。

而
此
の

法
華
経
の

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
ホ

ヨリ

　
薬
王

品
に

女
人
往
生
ヲ

ゆ
る

さ

れ
候
ぬ

る

事
又
不
思

議
二

候
。

 
第
八
の

譬
へ

の

下
に
一

の

最

大
事
の

文
あ
り

。

所
謂
此
経
文一一

云
ク

有
ゴ

能

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
こ

れ

　
受
二

持
ス

ル
コ

ト

是
ノ

経
典
→

者
モ

亦

復
如
”

是
ノ

。

於

ヨ

切
衆
生

ノ

中
く

亦

為
第

　
一

ナ

リ

等
云
云

。

此
二

十
二

字
は
一

経
第
一

の

肝
心

な
り

。

一

切
衆
生
の

目

　
也

。

（

中
略
）

こ

の

経
文
を

昼
夜
に

案
じ

朝
夕
に

よ

み

候
へ

ば
、

常
の

法
華

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
し
や

　
経
の

行

者
に
て

は

候
は

ぬ

に

は
ん

べ

り
。

是

経
典
者
と
て

者
の

文
字
は
ひ

と

　
と

よ

み

候
へ

ば
、

此

世
の

中
の

比

丘
・

比

丘

尼
・

う
ば

塞
・

う
ば
い

の

中

　
に

、

法
華
経

ヲ

信
シ

ま
い

ら

せ

候
人
々

か

と
み

ま
い

ら

せ

候
へ

ば

さ
に

て

は

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

し
や

　
候
は

ず
。

次
キ

下
の

経
文
に

、

此
の

者
ノ

文

字
を

仏
か

さ
ね
て

と

か
せ

給
ウ

て

　
候

に
は

、

若
有
女
人
と

と
か

れ
て

候
。

（

中
略
）

一

切
の

人
は

に

く

ま
ば

に

　
く
め

。

釈
迦
仏
・

多
宝
仏
・

十

方
の

諸
仏
乃

至
梵
王
・

帝
釈
・

日

月
等
に

だ

　
に

も
、

ふ
び

ん
と

を
も
わ
れ

ま
い

ら
せ
な

ば
、

な
に

く
る

し
。

法
華
経
に
だ

120

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

に
も
ほ

め

ら
れ
た

て

ま
つ

り
な
ば
、

　

　
　
　

　
　
　
　
　
る　

な
に

か

た
つ

ま
し
か
る
べ

き
。

　

ω
の

文
は

、

文
永
二

（
一

二

六

五
）

年
に

系
け
ら

れ
る

『

薬
王

品

得
意

抄
』

の
一

節
で

あ
る

。

こ

の

『

薬
王
品

得
意
抄
』

は
、

薬
王

品
に

、

法

華
経
が

他
経
よ

り
も

勝
れ

る

こ

と

を

十
種
挙
げ
る

「

十
喩
」

に

つ

い

て

と
、

ま
た

、

女
人

が

往
生

す
る
こ

と

に
つ

い

て

の

「

女
人

往
生
」

が

説

か

れ
る

が
、

そ
の

こ

と
を
聖

人

は

解
説
さ

れ

て
い

る
。

こ

の

ω
の
一

節

は
、

「

女
人
往
生
」

に
つ

い

て

聖

人
が

問
答
形
式
に
よ

り
解
説
さ
れ

る

箇

所
で

あ
る

。

す
な
わ

ち
こ

の

法
華

経、

な

か

で

も

薬
王

品
に

女
人
の

往

（
5

）

生

を

説
く
の

は
、

ど

の

よ

う
な
理

由
か
ら
か

、

と
い

う
問
い

に

対
し

、

み

仏
の

み

心
は

深
く
て

測
り
が

た

く、

簡
単
に

は

決
定
で

き
な
い

と

し

つ

つ
、

仏
教
で

も

仏
教
以

外
の

経
典
で

も
女
人
の

成
仏

を
禁
じ

て

き
た

こ

と

が
示
さ

れ

る
。

そ
の

例
と

し
て

外
典
の

「

三

従
」

、

仏
教
の

「

五

障
」

を

挙
げ
ら

れ

る
。

そ
し
て

、

仏
は

不
妄
語
の

人

な
の

で

嘘
は

な
く

、

女

性
が

成
仏

す
る

こ

と

は

な
い

は

ず
で

あ
る

の

に
、

法
華
経
の

薬
王

品
に

女
人

往
生

を
許
さ
れ

た
こ

と

は
、

不
思

議
な

こ

と

で

あ
る

、

と

答
え
ら

れ

る
。

　

こ

の

よ

う
に

、

他
の

外
典
や

法
華

経
以

外
の

仏
典
に
お
い

て
、

女
人

の

往
生
は

記
さ

れ

ず
、

法
華
経
の

薬
王
品
に

お
い

て

説
か

れ

る

こ

と

を

「

不
思
議
」

で

あ
る
と

聖
人
は

指
摘
さ
れ
て

い

る
こ

と

が
わ

か
る

。

　

鋤
の

書
簡
は

、

文
永
十
二

（
一

二

七
五
）

年
に

系
け
ら

れ
る

『

四

條
金

吾

殿
女
房

御
返

事
』

の
一

節
で

あ
る

。

こ

の

書
は

、

三

十

三

の

厄

年
に

日
蓮
聖

人
に
お

け
る

富
木
尼
教
化
の
一

考
察
（

奥

　
野
）

あ
た

る

四

条
金

吾
の

妻
に

宛
て

ら

れ

た

書
簡
で

あ

る
。

　
こ

の

圀
の
一

節
の

前
文
に

聖
人

は
、

法
華
経
の

薬
王

品
に

説
か

れ
る

十

喩
は
一

切
経
と

法
華
経
と

の

優
劣
を

説
く
が

、

釈

尊
の

本

意
は
一

切

経
の

行
者
と

法
華

経
の

行
者
と
で

は
、

法
華

経
の

行
者
の

ほ

う
が

偉
大

で

あ
る

と

示
さ
れ

て
い

る

と

し

て
、

第
八

番
目
の

譬
え

で

あ
る

、

「

有
勤

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

ニ

れ

能
受
二

持
ス

ル

コ

ト

是
ノ

経
典
→

者
モ

亦
復
如
け

是
ノ
。

於
」

一

切
衆
生

ノ

中
弓

亦

為

　
〔

6）
第
一

ナ

り
」

の

文
を

挙
げ
ら

れ
る

。

ま
た

、

こ

の

「

是
経
典
者
」

の

「

者
」

と
い

う
字
は

「

ひ

と
」

と

読
み

、

こ

の

経
文
の

あ
と

に

は
、

「

若
し

女
人

あ
っ

て
」

と

記
さ

れ

る

こ

と

か

ら
、

こ

の

「

ひ

と
」

と

は
「

女
性
」

の

こ

と

で

あ
る

、

と

聖
人

は

指
摘
さ

れ
る

。

そ

し

て

聖

人
は

法

華
経
以

外

の

経
典
や

外
典
な

ど
に
一

切
の

人
か
ら

女
性
が

謗
ら

れ
て

い

る

こ

と

に

対
し

、

法
華
経
は

そ
う
で

は
な
い

と

し

て
、

釈
尊
・

多
宝
仏
・

十
方
の

諸
仏

、

な
い

し

梵
天
・

帝
釈
天
・

日

月
天
な
ど

か

ら

憐
れ
み

の

ま
な

ざ

し

で

目

を

向
け
て

も
ら
え
る
ほ

う
が

、

あ
る
い

は

法
華
経
に

だ

け

で

も

ほ

め

て

も
ら
え
る

な
ら

ば
、

肩

身
の

狭
い

こ

と

は

な
い

、

と

四

条
氏

の

妻
を
励
ま
さ

れ
る
の

で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
に

、

法
華
経
の

薬
王

品
に

は

法
華
経
を
信
仰

す
る

女

性
は

釈
尊
・

法
華
経
か

ら
憐
れ
み
の

ま
な

ざ
し

で

目

を

向
け
ら

れ

て

い

る
、

と
聖

人
は

指
摘
さ
れ

て

い

る

こ

と

が

知
ら

れ
る

。

　

以

上
、

「

後
五

百
歳
中
　
若
有
女
人
」

に

つ

い

て
、

他
の

聖

人
遺
文
か

ら
抽
出
し

、

文
意
を

確
認
し

た
。

こ

の

こ

と

か

ら

聖

人

は
、

法
華
経
の

薬
王
品
に

女
性
の

往
生

を

説
く
こ

と

か

ら

「

不
思

議
」

と

さ

れ
て

い

る
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日

蓮
聖

人
に

お

け
る

富
木
尼
教
化
の
一

考
察
（

奥
　
野
）

こ

と
。

ま

た
、

他
の

経
典
で

嫌
わ

れ

た

女
性
が

法
華
経
で

は

釈

尊
・

法

華

経
な

ど

か

ら

憐
れ
み

の

ま
な
ざ
し
で

目
を
向

け
ら
れ

て

い

る
こ

と

の

根
拠
と

し
て

用
い

ら

れ

て
い

る

こ

と
が

理

解
で

き

る

の

で

あ
る

。

四

　
お
わ

り
に

　

以

上
、

日

蓮
聖

人
は

富
木
尼
の

病
苦
に

対
し

、

い

か

に

教
導
さ

れ

た

の

か

と
い

う
関
心
の

も
と

少
し

く
考
察
し

た
。

そ
の

こ

と

に

よ

り
、

聖

人
の

富
木
尼
の

病
に

対
す
る

教
導
に

つ

い

て
、

引
用

経
論
釈
の

出
典
を

確
認

す
る
こ

と
で

、

聖
人
は

法
華
経
の

文
証
に

よ
っ

て

教

示
さ
れ

て

い

る

こ

と
が

わ

か

る
。

そ
し

て
、

女
性
で

あ
る

富
木

尼
に

対
し

、

法
華

経

薬
王

品
の

中
の

経
文
を

根
拠
と

し

て

法
華
信
仰
を

勧
奨
さ

れ

て

い

る

こ

と

が

知
ら
れ

る
。

　
こ

の

よ

う
に

論
を
進
め

る

と
、

聖

人
は

富
木
尼
の

直
面
す
る

「

病
苦
」

に

対
し

、

『

法
華

経
』

・

教
主

釈
尊
を

至

上
と

す
る

立

場
の

も
と

教
化
活

動
を
展
開
さ

れ

て
い

る
こ

と

が
、

あ
ら

た
め

て

理

解
で

き
る
の

で

あ
る

。

1
　
『

可
延
定
業
御
書
』

（

『
定
遺
』

身
延
山

久
遠

寺、

平
成
十
二

年
、

入

六
一

　
〜
八

六
二

頁
）

。

2
　
鈴
木
一

成
『

日

蓮
聖

人
御
遺
文
講

義
』

（
第
十
二

巻、

一

九
五

頁）
、

高

田

　
惠
忍

『

日
蓮
聖
人

遺
文
全

集
講
義
』

（
第
二

十
二

巻
、

二

九
一

頁
）

、

岡
元

錬

　
城
編
『
真
蹟
対
照
現
代
語
訳

日

蓮
聖
人
の

御

手
紙
』

（

第
一

巻
、

一

二

四

　
頁）

、

『

日
蓮
聖
人
遺
文

辞
典

ー
歴

史
篇
』

（

身
延
山

久
遠

寺
、

八

八

四

頁）

　
な
ど

を

参
照

。

3
　
『

薬
王
品

得
意
抄
』

（

『

定
遺
』

三

四
一

〜
三

四
二

頁
）

。

4
　
『

四
条
金

吾
殿

女
房
御
返
事
』

（

『

定
遺
』

八

五
六
〜

入
五

七
頁
）

。

5
　
こ

こ

で
、

「

安
楽
世
界
　
阿

弥
陀

仏
」

と

説
か
れ

る
こ

と

に
つ

い

て

で

あ

　
る

が
、

聖

入
は

『

守
護
国
家
論
』

に

お
い

て
、

「

爾
前

ノ

浄
土
ハ

久
遠
実
成

ノ

　
釈
迦

如
来

ノ

所
現

ノ

浄
土

ニ

シ

テ

実
ニ
ハ

皆
穢
土

也
。

法
華
経

ハ

亦
方
便
・

寿
量

ノ

　
ニ

品
也

。

至
」

寿
量

品．〜

定
ユ

ル

実
ノ

浄
土
→

時
此

土
ハ

即
定
3

浄
土
サ

リ

ト

了
ヌ

。

　
但

シ

至
系

兜
率
・

安
養
・

十
方

ノ

難
弓

者
不
臆

ア

改
3

爾
前

ノ

名
目

→

於
誹

此
土
イ

　
付
訪

兜

率
．

安
養

等
ノ

名
づ

。

例
セ

ハ

如
靭

此

経
二

雖
塙

有
勾

ト

三

乗
ノ

名一

　
不
勧

力

有
二

三

乗
』

不
須
更

指
観
経
等
也

，

釈
ノ

意
是
也

。

法
華
経

二

無
許

結
縁一

　
衆
生

ノ

当
世
願
コ

ハ

西
方
浄
土
→

楽
コ

ト
ハ

瓦
礫

ノ

土
→

是
也

。

不
レ

信
−

法
華
経
→

衆

　
生

ハ

誠
二

無
許

分
添

ノ

浄
土一

者
也
」

（

『

定
遺
』

一

二

九
〜

＝
二

〇
頁
）

と
説
示

　
が

み
ら
れ

る
。

6
　
『

妙
法
蓮
華
経
』

（

『

大
正』

第
九

巻
五

四

頁
b）

。

〈

参
考
文
献
〉

鈴
木
一

成
『

日

蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』

（
第
十
二

巻
、

日

本
仏
書
刊
行
会、

昭

　
和
三

十
三

年
初
版
・

昭
和
五

十
年
再
版）

高
田

惠
忍

『

日

蓮

聖
人
遺

文
全
集

講
義
』

（
第
二

十
二

巻
、

ピ

タ

カ、

昭
和

　
十
二

年
初

版
・

昭
和
五
十
三

年
復
刻
版）

岡
元
錬
城
編

『

真
蹟
対
照
現

代
語
訳

日
蓮
聖
人
の

御
手
紙
』

（

第
一

巻
、

東
方

　
出
版

、

平

成
二

年
）

立
正

大
学
日
蓮

教
学
研
究
所
編

「

日

蓮
聖

人
遺
文
辞
典

−
歴
史
篇
』

（

身
延

　
山

久
遠
寺
）

〈

キ
ー

ワ
ー
ド
〉
　
日
蓮

、

教

化
、

病
、

富
木
尼

、

女
性

（

立
正

大
学
非
常
勤
講

師
）
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